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がない）、（2）腰紐の結び方が異なること（後紐を腹部側から左脇に通して後腰を回り、右

脇で前紐と結んでいる）、（3）股立が見えないこと（現代の袴のように大きく開かれておら

ず、 狭いものであったか否か判別しにくい）。

こうした差異は細やかに見えるかも知れないが、装束の構成要素の一点一点に知見を積

み重ねてゆくと、 その総体は平安期という古態の女房装束全体の理解に大きな変革をもた

らすものと言えよう。 安易に後代の形態や慣習に囚われてはならないことを示唆している

と思われる。

3. 『承安五節絵』の童女が着用するのは「細長」か「汗杉」か

前節とは逆に、絵巻の解釈を誤った結果、 不明とされた装束の「復元」を誤誘導してし

まった例を示す。

復元のモデルとした『源氏物語』若菜下の巻の「六条院女楽」出席者の女性たちは「細

長」を着用している。 通行の注釈書には「「細長」は童女用の身幅の狭い細長い着物の総

称。 ここは成人女子の装束で小桂の上に着る平常着」（小学館新編全集『うつほ物語①』
111頁） などとある一方で、 同物語の蔵開下巻に「織物の細長など着たまひて、年四十に
一つ二つ足らねど、いと貴はかに」（②591頁）とあるなど矛盾した解釈が横行している。『源
氏』若菜下の巻に描かれる女性はすべて成人であり、女楽は光源氏の私邸とはいえ半公的

な催事であって、 その女性たちは「平常着」で参加したのではない。

「細長」は 『うつほ物語』『枕草子』『源氏物語』『栄花物語』『夜の寝覚』『狭衣物語』

など平安中期の文学作品に用例を見出すが、院政期を経て鎌倉期に入ると記録類にその名
を見出せず、おそらくその頃に廃絶したものと考えられる。 従って、中世末から近世の伝

書に見えるものは実見の記録ではなく、文献による推考の結果であった。
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【図4】細長の図(『Il祖世服飾考』所引） 【図5】汗杉の図（『梱世服飾考』所引）
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【図6】萩谷朴『紫式部日記全注釈』 F 
「細長（想定図）」

【図 4】【図 5】は 『歴世服飾考』（故実叢書）から引いたものだが、「細長」と「汗杉」
が非常に似通った形態となっている。 混交が生じやすい、もしくは混交の結果とも考えら
れる図となっている。

承安元年 (117 1) 11 月の五節舞姫参入を描く『承安五節絵』は、模本が数多く残され

原本の姿を垣間見させるが、そこに描かれる舞姫の装束が細長と誤解されたために、裾が

細く分かれているのが細長と誤誘導されるようになったものと考えられている（畠山大二

郎『平安朝の文学と装束』新典社、2016 年 2 月）。 『紫式部日記』寛弘 5 年 (1008) の五

節舞姫参入の記事に「みな濃き相に、表着は心々なり。 汗杉は五重なる中に」とあるよう

に、 舞姫の装束は汗杉が故実なのである。

ただし、『承安五節絵』は原本が喪われ、現在 28 本の模本の存在が知られている。 その

模本には細部の完成度に問題のものが多く、 特に汗杉の裾の部分の描写が各写本ばらばら

であり（裳のように壁に見えるもの 【図7】【図9】や細長い裂状のもの 【図8】など）、

確たる根拠が存在しない状況ではいずれを以て原本の形ーーすなわち、汗杉の本来の形態

と判断したらよいのか難しい。 混乱が生ずる所以である。

【図6】は萩谷朴が 『雅亮装束抄』の記述「れいのきぬのおほくび（大領） なき也」を

もとに、『枕草子』127段「衣などに、すずろなる名どもを付けけむ、いとあやし。 衣の

なかに、 細長は、 さもいひつべし」

などを参酌した細長の想定図。 汗杉

とは異なり、 なおかつその名に相応

しい形状と、 我々研究チ ー ムは考え

るものである。

【図8】『承安」． I:節絵』東京国立博物館本
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【図9】『承安五節絵』国文学研究資料館本

なお、 本発表は、 横井個人の責任にお

いて行うものであるが、 もとは高倉永佳

•永井とも子•佐藤悟などの研究チー ム

における成果を綜合したものである。 功

と呼ぶべきは研究チ ー ムに、 失考におい

ては横井に存することを付記しておく。

-8- -9-









.

、 '
:

9
 
.
.

 

.
.

. ,
 

．
 ．

．

．

今

．
．

 
．
．

ぷ・ベ
？

． ．

．ヽ

、

し
・`

＂

 

．

．
 

＼
 

鼻＇

J
 

裳は今のように整える意識がないように思われるほど、 乱れているかの如く描かれてい

る。或いは華が乱れ咲いているように描いているともいえる。現代とはまった＜相違する価

値観、 美的感覚が垣間見られる。

この着装の相違は環境的な時間経過からの変遷であり、 服飾史の観点からも大変重要な

要素でもある。

I 画像 4 国宝『源氏物語絵巻』 「宿木二」説明図 中央公論美術出版 I

『源氏物語絵巻』に見る裳の形状

実践女子大学

佐藤 悟（さとう さとる）

インターナショナル儀礼文化教育研究所理事長

永井 とも子（ながい ともこ）

5．おわりに

今回装束を復元することで、柔装束が如何なるものかを部分的ではあるが、推測すること

ができた。 しかし不明な点が多いことも明らかである。

柔装束に関してこれまで多くの有職故実の専門家が研究を重ねてきたにも関わらず、 実

態がほぼ明らかにされていない。 そのことは平安期の装束の形状や寸法の典拠を探ること

が困難を極めていることを意味する。 今後も研究を進める必要がある。
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『源氏物語』「若菜下」の六条院の女楽の場面では女三の宮、 明石の姫君、 紫の上、 明石

の君という四人の女性が一堂に会する。身分がそれぞれ異なり、この中で出自が一番低いの

が受領階層の出身である明石の君である。女三の宮、紫の上、明石の君の三人は準正装とも

いうべき細長を着用している特別の場面ということができる。その中でも明石の君は「うす

ものの裳のはかなげなる引きかけて」と描写されている。明石の君が裳を着用していること

は、他の女性達に対して謙った態度を示しているとされ、これについて異論はないものと思

われる。 それでは 「引きかけて」 とはどのような状況であるのだろうか。

徳川美術館と五島美術館に所蔵される『源氏物語絵巻』には裳を着用した様子が多く描か

れている。本発表はそれらの画像を解析することにより、裳の構造を明らかにすると共に、

その装束としての機能も明らかにしようとするものである。

なお解析にあたっては徳川美術館・五島美術館編『国宝源氏物語絵巻』（中央公論美術出

版、 2009 年）を使用した。 本稿における引用写真、 女房につけられた番号は同書による。

裳の正式な着用姿を描いたものとしては「宿木一」の帝と薫が碁を打つ隣室で控える女房

①②が挙げられる。一方、女房が裳を着用しない場面が「橋姫」「早蕨」に見られる。「橋姫」

では大君と中の君の合奏を薫が垣間見ている場面が描かれるが、 屋内には女主人しかいな

いので、 両者の関係性から女房は裳を着用する必要がなかったと考えられる。 「早蕨」は中

の君と裁縫をする女房達が描かれる。女性しか描かれず、労働をしている場面でもあるので

裳の着用はなかったものと思われる。

それでは裳は常にきちんと着用されていたのであろうか。「横笛」女房②の裳は右方向に

流れるように全体が描かれ、きちんと着用されていない。また裳そのものも広がっていない。

「宿木二」 女房③は裳を脇に広げている

次に裳の細部を図像によって検討してみたい。

大腰

「柏木一」女房③の大腰は現在の大腰よりも大きく、 めくり上がって描かれている。「横

笛」女房②の大腰も同様に大きい。「竹河二」女房①②の大腰も大きく描かれ、 女房②には

大腰裏の様子が描かれている。
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一つも過ちはなかったのに、 ついうっかりして俎板に登り人に食われることになるとは。

（だが、人の腹中に入ったとは知らぬ子産ならば、落ち着き場所を得てよかった、よかった

ということであろう）。

若沖の代表作「動植採縮」（ 三の丸尚蔵館蔵） には賛がつけられてはいない。その中に「老

松孔雀図」というものがある。この即物的な画題は現代になってつけられたものであるが、

大典顕常はこれに 「芳時媚景」という題をつけている（「藤景和書記」）。 芳時は春、 媚景は

春景色。 花の盛り開く春景色のことである。「芳時媚景」 はつぎのような物語をふまえる。

「羅州の山中には孔雀がたくさんいる。…その雄は生まれて三年たてば、小さな尾が目立っ

て来て、五年もしたら大きなりつばな尾になる。…孔雀は自分の尾をとても自慢に思い、山

中で住処を選ぶにも、まずはこのこの美しい尾を置ける場所を選んでから、そこに落ち着く。

南方の人が孔雀を生け捕るには、大雨が降ったあとに、山に入ってこれを捉える。この大き

な尾が雨で濡れて重くなって、高く飛び上がることができないのである。人がやって来ても、

その尾が大事だから、人に尾を傷つけられてはいけないと、飛び上がらないので、そこを生

け捕りにするのである。久しく飼いならしたあとでも、美しい婦人のきれいな衣裳や子供の

服を見れば、 その美しさを妬んで、これを追いかけてつつく。芳時媚景、花の盛りともなっ

て歌舞音曲を聞けば、必ず羽と尾とをいつばいにひろげて、貌みつつ流し目しつつ舞うので

ある」（『太平廣記』巻四六一、 孔雀）。

孔雀が自分の羽より美しいものに嫉妬する話である。この孔雀図に「芳時媚景」と命名し

た大典和尚の目から見れば、この孔雀は「 かつは脱み、 かつは流し目して、艶やかに描かれ

た花王牡丹に嫉妬しているところ」なのであろう。たった四字の題あるが、賛を著けたのと

同じような効果によって、 不思議な世界を大典は呈示しているのである。

参考文献

芳澤勝弘『「瓢鮎図」の謎—国宝再読 ひょうたんなまずをめぐって』 (2012 年、 ウェッジ）

芳澤勝弘『白隠 禅画の世界』 (2012 年、 角川ソフィア文庫）

室町絵画を扱ったものに、芳澤勝弘「画賛の楽しみ」（『衆美』 9 号～ 1 6 号） がある
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【参加者一覧（敬称略．50音順）】

赤木美智 浅野秀剛 東聖子 阿美古理恵 新井恵 有澤知世 飯倉洋一 池田泉
板坂則子 井筒輿兵衛 伊藤美幸 井上晋治 井上泰至 岩切友里子 岩田明子
上野英子 海野圭介 江南和幸 大井三代子 大谷香代子 大谷節子 大橋直義
大屋多詠子 大柳陽一 岡崎礼奈 岡部祐佳 乙井遼平 小野雄希 小畑洋子 Tian Gao
柿澤香穂 神楽岡幼子 景山由美子 加藤敦子 加藤のん 門脇むつみ 亀井森
軽部利恵 川端咲子 神作研一 康志賢 菅野恵美 神林尚子 木越俊介 北川博子
金美員 倉橋正恵 軍司しずか 河野龍也 小口康仁 近衛典子 小林ふみ子
小松亜希子 古明地樹 齊藤千恵 齋藤真麻理 齊藤美由樹 佐藤悟 佐藤千恵 澤山茂
柴崎幸次 下内大輔 徐小潔 神野雄二 杉浦勉 杉ノ原朋加 鈴木淳 鈴木美紀
染谷美穂 高木元 高木大輔 高岸輝 高倉永佳 高杉志緒 高橋則子 竹内洪介
田代ー葉 田中百花 田野慎二 趙沫江 ッゲイオリ 津田員弓 筒井志穂 渡川直樹
永井とも子 中嶋隆 中谷伸生 ノエル咲 延広真治 波瀬山祥子 服部仁 濱住真有
早川由美 原田喜子 ビアンキ ・ アレッサンドロ 樋口純子 日並彩乃 日比谷孟俊
廣瀬千紗子 皇艶敏 藤原幹大 渕田恵子 古永好未 松永瑠成 松原哲子 馬渕美帆
ロ ー レンス・マルソー 美馬弘 三宅宏幸 宮本祐規子 持丸員弓 盛田帝子 柳橋明佳
山口真理子 山路孝司 山田和人 山根一城 山本和明 山本登朗 山本嘉孝 湯浅佳子
横井孝 横山恵理 芳澤勝弘 吉丸雄哉 李俊甫 渡野りつ佳
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